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事務事業評価一覧表 

 
総合評価  ５段階評価とする。 

１ 事業の運営管理ともに良好であり、極めて順調であった。 

２ おおよそ優れた成果を挙げた、概ね順調であった。 

３ 一応の成果を挙げたが更に努力が必要である。 

４ 殆ど成果がなかった。 

５ 評価なし 

 

評価の今後の方向性 

「廃止・終了」「休止」「継続」「見直し」「拡大」のいずれか

とする。 

 



判定
今後の
方向性

判定理由・課題・
今後の対応等

教職員の
指導力と資
質の向上

教育振興会事業、教
育連絡協議会事業

　小中学校教職員の
指導力・資質の向上
及び小中高校との緊
密な連携を図る。

【教育振興会事業】
　小中学校教職員による主任委員会及び専門部会において、自主研修
を実施。
　北宇和高校馬術部の活動及び選手の強化育成や競技用具の充実を
図った。
【教育連絡協議会事業】
　小中高校教職員による専門委員会において自主研修を実施。

2 継続

　今後も町内教職員によ
る主任会、専門部会及び
研修会等を通じて、学校
間の連携を密にすると共
に、県の教育機関とも連
携を図り、質の高い教育
を引き続き目指していただ
きたい。

確かな学力
の定着と体
力の向上

学力向上推進事業、
体育振興事業、文化
振興事業、本屋へ行
こうプロジェクト

　町教育力向上推進
委員会を中核として、
町内全小中学校一体
となって、学力向上プ
ランの策定、各種学
力調査の分析・考察
をもとにした授業改
善、ＩＣＴ活用教育の
推進、読書活動の推
進、家庭との連携を
図る。また、体力アッ
プ推進計画に基づ
き、児童生徒のス
ポーツに対する興
味・関心を高め、体力
の向上とスポーツへ
の参加意識の高揚を
図る。さらに、読書に
親しんだり、文化・芸
術面の取組を推進し
たりして、豊かな心の
醸成を図る。

【学力向上推進事業】
　児童生徒の学力向上を図るため、教育力向上推進委員会を設置し、
全国学力・学習状況調査等の分析・考察、町独自の学習状況調査の実
施等を行った。また、町教育委員会指定ICT活用教育研究推進校に日
吉小を指定して、研修を実施した。
【体育振興事業】
　小学校の代表児童28名が、愛媛県小学校陸上運動記録会へ参加し
た。
　中学校の部活動において、愛媛県中学校総合体育大会、四国中学校
総合体育大会、全日本中学校陸上競技選手権大会、愛媛県中学校新
人体育大会、愛媛県中学校長距離継走大会に125名が参加した。
【文化振興事業】
　吹奏楽部において、全日本吹奏楽コンクール愛媛県大会、RNB音楽コ
ンクール愛媛大会に40名が参加した。
【本屋へ行こうプロジェクト】
　読書への興味・関心の高揚を目指して、町内の小・中学生を対象とし
て学校の図書室に置きたい本の選定を児童生徒自らが行う事業を実施
した。

１ 継続

　教育力向上推進委員会
を中心に町内学校全体で
調査・研究を進められてお
り、GIGAスクール端末を
十分に活用し、わかりや
すい授業に取組んでいた
だきたい。
　コロナ禍で激しい運動を
控えたため、子どもの体
力が低下したとの報道も
あり、今後の学校での体
力向上の取組も考慮が必
要である。
　「本屋へ行こうプロジェク
ト」は大変ユニークな取組
みであり、子どもたちがよ
り一層本に興味を持てる
よう、今後も継続願いた
い。

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容



判定
今後の
方向性

判定理由・課題・
今後の対応等

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

豊かな人間
性の形成

ふるさといきいき連携
学習事業、ライフキャ
リア教育事業

　様々な体験活動を
通して、豊かな心とコ
ミュニケーション能力
の育成、自己肯定感
の向上を目指すとと
もに、地域の産業や
自然・歴史・文化の
学びや、様々な人と
の交流を通してふる
さとを愛し、誇る心の
醸成を図る。

　町内小・中学校と北宇和高校や地域住民が連携し、米・野菜・花の栽
培等の自然体験活動、食品加工体験学習、地域の歴史や伝統文化に
触れる活動、職場体験を行うキャリア教育等に取り組んだ。
【ふるさといきいき連携学習事業（各小・中学校と北宇和高校の連携学
習）】
・野菜班：①夏野菜苗定植　②夏野菜の収穫　③秋冬野菜苗定植
・草花班：①夏花苗定植　②秋花苗定植
・食品班：①和菓子作り　②乳酸飲料の製造　③メロンパンの製造
・作物班：①サツマイモ苗定植　②サツマイモの収穫　③田植え体験　④
稲刈り体験
・収穫祭：高校生が調理したカレーライス試食（※新型コロナウイルス感
染症の影響で会食とレクリエーションは中止。）
 【ライフキャリア教育】
　日吉小・中学校で実施する郷土学のほか、他の小学校では、地域住
民等の協力を受けつつ、校区の歴史や伝統文化を学ぶ総合的な学習
の時間を展開した。また、広見中学校では町内各事業所で職場体験学
習を行ったほか、地域で働く青年との交流会(くるまざ♡ミーティング)や、
愛媛大学学生との交流会(ドリームアップミーティング※日吉中学校も合
同実施)を行い、将来への希望や展望を広げた。

１ 継続

　本事業の実施において
は、県立北宇和高校や地
域住民と連携を深めること
によって、自然・歴史・文
化に関心を持ち、ものを大
切にする心の育成が図ら
れている。
　事業の実施を継続する
ことにより、鬼北に残りた
い、戻りたいと考える子供
たちが増えていくことを期
待する。

特色ある学
校づくりの
推進

コミュニティ・スクール
（学校運営協議会）
推進事業、小中一貫
教育推進事業

　全小中学校で、地
域や保護者の学校運
営への参画を図る仕
組みを取り入れて、
地域とともにある学
校づくりを目指すとと
もに、日吉地区では
地域性を生かし、義
務教育９年間を通し
た指導方針により、
小中学校が連携して
教育の質を高める。

　町内全小中学校において、地域とともにある学校を目指すため、各種
事業に取り組み、地域全体で学校運営に協力すると共に、地域の教育
力の向上を図った。
【コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）推進事業】
　保護者や地域住民等の声を生かした、地域とともにある学校づくりを
目指し、全ての小中学校が学校運営協議会制度を取り入れてコミュニ
ティ・スクールとしての運営を行った。学校運営協議会では学校運営方
針の説明・承認のほか、学校が推進する伝統文化教育や防災教育の分
野等で熟議も行い、地域と学校が一体となった教育が構築されつつあ
る。なお、新型コロナウイルス感染症対策に伴い、学校運営協議会を書
面開催にしたり、開催時期を延期したりするなどの対応も行った。
【小中一貫教育推進事業】
　教育課程特例校制度を活用し、義務教育９年間の一貫したカリキュラ
ムによる「郷土学」を実践、また、小中学校教員相互の「乗り入れ授業」
や小・中合同行事等も実践して、児童生徒の学力向上と個性・能力の伸
長を図った。

2 継続

　学校運営協議会の活動
により、地域全体での学
校づくりに努められてい
る。
　今後も家庭・地域と連
携・協働し時代を担う人材
の育成に期待する。
　また、日吉地区での特
徴のある小中一貫教育に
ついては、さらに充実した
取組に期待したい。
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総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

児童・生徒
指導の徹
底と健全育
成

スクールソーシャル
ワーカー活用事業、
スクールカウンセラー
活用事業、不登校対
策事業

　いじめ・不登校・虐
待などの児童生徒に
係る問題の早期発
見・早期対応・早期
解決に努め、町内の
児童生徒の健全育成
を図る。

【スクールソーシャルワーカー活用事業】
　好藤小・愛治小・三島小・泉小・近永小において、児童、教職員及び保
護者に対する教育相談活動を実施。

【スクールカウンセラー活用事業】
　広見中と日吉中を拠点校、町内全小学校を構成校として、児童生徒、
教職員及び保護者に対する教育相談活動を実施。

【不登校対策事業】
　不登校児童生徒への個別指導や相談を受け、宇和島市こども支援教
室「わかたけ」に生徒１名が通い、子ども達の健全育成に努めた。

１ 継続

　今後も事業を継続し、い
じめのない学校づくりをお
願いしたい。
　スクールソーシャルワー
カーの活用事業等につい
ても、それぞれ一定の成
果を挙げられたと思う。
　また、宇和島市内の専
門機関「わかたけ」との連
携も今後さらに推進してい
ただきたい。

特別支援
教育等の
推進

学校生活支援員配置
事業、特別支援教育
就学支援事業、教育
相談事業

　障がい等を有する
児童生徒が豊かな学
校生活を送れるよう
な体制づくりを行うと
ともに、教職員の負
担軽減を図る。

【学校生活支援員配置事業】
　障がい等を有する児童生徒が、豊かな学校生活を送れるよう学校生
活支援員を24名配置。（好藤小、愛治小、三島小、泉小、近永小、日吉
小、広見中）

【特別支援教育就学支援事業】
　障がい等を有する児童生徒が、豊かな学校生活を送れるよう学用品
等の就学援助を実施。

【教育相談事業】
　特別な支援を必要とする子どもと保護者を対象として、養育や教育に
係る相談支援を行い、就学前から中学校卒業後までを見通した途切れ
のない支援の充実を図った。

１ 継続

　特別な支援を必要とする
児童生徒が安心して学校
生活が送れるとともに、教
職員の負担軽減にもつな
がっていると考えられる。
　今後も関係機関が連携
した取組を継続されたい。
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総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

社会の変
化に対応す
る教育の推
進

国際交流事業、人材
育成ふるさと研修事
業

　異文化との交流に
より、国際理解を深
め、国際社会を生き
抜く人間を育てる。

【国際交流事業】
　小中学校において、外国語指導助手3名による語学指導及び国際理
解活動を実施した。また、毎週水曜日に一般町民を対象とした英会話教
室を開催した。

【人材育成ふるさと研修事業】
　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、今年度の海外研修事
業を中止した。 2 継続

　外国語指導助手が３名
体制で運用され、学校に
おける語学指導が充実し
ており、継続を希望する。
　また、海外研修事業につ
いては、生徒たちの様々
な興味関心に応えるた
め、海外研修以外の研修
なども検討されたい。

学校給食を
通した食育
の推進

特別栽培米購入事
業、食育推進事業

　児童生徒に安全で
美味しい地元産減農
薬米コシヒカリや農
林産物を使用した給
食を提供し、食につ
いて考える機会を与
える。

【特別栽培米購入事業】
　学校給食に年間約6.4ｔの地元産減農薬米コシヒカリを使用し、米飯給
食（年間118日）を提供した。

【食育推進事業】
　学校給食の調理材料に地元産の農林産物を活用した。

１ 継続

　地元の減農薬米や農林
産物を使用した安全安心
な食材の活用を通して食
育を推進していくとともに、
今後も子どもたちに地域
を愛する気持ちを育んで
もらいたい。
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総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

安全・安心
な学校づく
り

学校施設等整備事
業、通学路安全推進
事業、スクールガー
ド・リーダー活用事業

　安全・安心な学校
教育施設、設備や防
災体制の整備充実に
努める。

【学校施設等整備事業】
　○鬼北町立広見中学校改築工事（建築工事）【令和3年度～令和5年
度】
　○鬼北町立広見中学校改築工事（電気設備工事）【令和3年度～令和
5年度】
　○鬼北町立広見中学校改築工事（空調衛生設備工事）【令和3年度～
令和5年度】
　○鬼北町立広見中学校部室棟改築工事
　○鬼北町立広見中学校テニスコート改修工事
　○日吉小学校高圧機器更新工事
　○三島小学校ワークコート舗装改修工事
【通学路安全推進事業】
　通学路の安全に関する地域の実態を把握し、危険箇所への対応を迅
速にかつ継続的に行うため、関係機関等が連携し、8月23日に通学路合
同点検を実施した。
【スクールガード・リーダー活用事業】
　スクールガード・リーダーを２名委嘱して各学校を定期的に巡回し、警
備のポイントや改善すべき点等を指導・評価して学校安全体制の整備を
図った。

１ 継続

　町内の学校は、老朽化
が目立ってきているが、毎
年大きな修繕を行ってお
り、広見中学校の改築も
順調に進んでいると聞い
ている。
　今後も児童生徒が安心
して学校生活が過ごせる
よう計画的な修繕をお願
いしたく、いずれの事業も
継続されたい。
　スクールガード・リーダー
活用事業についても継続
されたい。



判定
今後の
方向性

判定理由・課題・
今後の対応等

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

教育諸条
件の整備

準要保護児童・生徒
就学援助事業、過疎
対策遠距離通学補助
事業、自転車・ヘル
メット購入補助事業、
高等学校遠距離通学
費補助事業、大学生
等生活応援給付金事
業

　経済的に困窮して
いる家庭及び遠距離
通学者の円滑な就学
を図る。

【準要保護児童・生徒就学援助事業】
　生活保護世帯に準ずる程度に困窮している家庭を対象に、学用品費
や給食費等を助成した。
【過疎対策遠距離通学補助事業】
　通学距離が３ｋｍ以上の小学生に対し、バス定期券購入費を補助し
た。
【自転車・ヘルメット購入事業】
　通学距離が２ｋｍ以上の新入学中学生に対し、自転車及びヘルメット
購入費を補助した。
【高等学校遠距離通学費補助事業】
　愛治地区・三島地区・日吉地区から高等学校等へ遠距離通学する生
徒に対し、通学費を補助した。

2 継続

　助成要件の審査を的確
に行うとともに、すべての
子どもたちが安心して学
校に通学できるよう、今後
も継続支援されたい。

人権教育
の推進

えひめいじめストッ
プ！デイ

　いじめの原因や、
具体例、対処法など
について県下一斉の
オンライン授業で意
見交換を行うことで、
お互いの個性を尊重
し、誰もが安心して生
活できるいじめのな
い楽しい学校づくりを
目指す。

【えひめいじめＳＴＯＰ！デイ】
　愛媛県教育委員会が主催するオンラインを活用した「えひめいじめＳＴ
ＯＰ！デイ」に町内全小学校の6年生、中学校の1年生が参加し、愛媛県
内の様々な学校の児童、生徒のいじめに対する多様な考え方に触れ、
ライブ配信授業を通じて他校と意見交換を行うことなどにより、いじめの
原因やその対処法などについて学んだ。

2 継続

　来年度も事業を継続し、
いじめのない学校づくりを
目指して欲しい。
　また、いじめを把握した
場合は速やかに解消に向
けた取組みをお願いした
い。
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令和４年度
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施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

心豊かで充
実した人生
を送るため
の生涯学
習の推進

生涯学習社会づくり
事業

　住民個々のニーズ
に応える学習機会の
提供とその内容の充
実を図るとともに、社
会教育団体の活動支
援を維持する。

　住民一人ひとりの個性や能力に応じて、自由に学ぶことができ、生き
がいを感じる生涯学習社会を構築するため、様々な住民の学習ニーズ
に応える学習機会を提供するとともに、地域社会の連携を図る婦人会、
青年団及び日吉一希を起こす会並びに青少年の健全育成のため、活動
の充実を図るＰＴＡ及び愛護班に対し予算補助を実施し、活動を支援し
た。
　PTA連合会では、コロナ過で活動ができないことから、各学校で子ども
たちが必要とする物品を購入し、健全育成に寄与することができた。ま
た、愛護班では「わんぱくたちのクリスマス会」と題し、全小学校に参加
の募集を行い、クリスマスリースの製作・展示を実施、子どもたちに素敵
なクリスマスイベントを提供できた。婦人会及び青年団では、コロナ禍で
自粛していた活動を再開し、各公民館と連携を図り青少年の健全育成
や地域活性化の活動を行った。

2 継続

　各社会教育団体の維持
発展については、特に会
員数の減少等により厳し
い状況にあると思われ、
教育委員会としてというよ
りは、各団体の努力によ
るものと考えているが、教
育委員会として各団体に
働き掛け、充実した活動
ができるよう継続支援をお
願いしたい。

心豊かで充
実した人生
を送るため
の生涯学
習の推進

でちこんか事業（夏
の陣：【四万十・源流
広見川】川上り駅伝）

　日本一の清流・四
万十川の支流である
広見川でイベントを
開催し、清流の町を
アピールすることによ
り、自然に親しみを持
ち、ひいては自然を
守る心を養い、心豊
かなふるさとづくりを
推進する。

　８月７日開催予定としていた大会は、７月15日に実行委員から徴取し
た意見を踏まえ、実行委員長と協議を行った結果、町民、参加者及び来
訪者等の安全を最優先に考慮し、開催を中止した。
※新型コロナウイルス感染症の影響により３年連続中止。

5 継続

　本年度はコロナ禍により
実施できず、大変残念で
あった。
　町を代表するイベントに
なっており、今後も継続を
していただきたい。



判定
今後の
方向性

判定理由・課題・
今後の対応等

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

心豊かで充
実した人生
を送るため
の生涯学
習の推進

でちこんか事業（秋
の陣）

　生涯学習の視点に
立って、それぞれの
人々がいつでもどこ
でも積極的に学習に
参加し、心豊かで充
実した人生を送ること
ができる生涯学習社
会の創造に努める。
あわせて、鬼北町の
アピールと町民が自
分の町に誇りが持て
るような地域づくりを
進める。

　本年で２７回目となる「でちこんか２０２２」は、８月４日の運営委員会に
て実施の可否について協議した結果、町民及び来訪者等の安全を最優
先に考慮し、中止の判断を行った。※新型コロナウイルス感染症の影響
により３年連続中止。
　３月１０日「でちこんか２０２２」の代替イベントとして、広見中学校体育
館において、でちこんかに出演する予定だった団体等を招聘し、「みにこ
んか」を実施した。当日は、地元のダンスチーム広蓮や魁、愛媛大学ダ
ンス部、天邪鬼、テノール歌手の秋川雅史氏をお招きし、素晴らしいス
テージを披露していただいた。
　※1部（中学生対象）と2部（一般対象）に分けての開催。 2 継続

　年度末に実施した「みに
こんか」は、非常に評判も
良かったと聞いている。
　来年度は実施できること
を願っており、是非継続さ
れたい。



判定
今後の
方向性

判定理由・課題・
今後の対応等

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

心豊かで充
実した人生
を送るため
の生涯学
習の推進

公民館活動推進事業 　公民館を中心に、
町民の学習･スポー
ツ活動への意欲を喚
起する最新情報の収
集、活動ニーズの把
握、新たなメニューの
開発、質の高い芸
術･文化に触れる機
会の創出など年代や
地域に応じた多様な
活動プログラムを提
供するほか、自主的
な学習活動の活性
化、各協会など町民
活動組織への支援に
取り組む。

・中央公民館図書室では、毎月ケーブルテレビの「中央公民館図書室だよ
り」への出演を引き続き行ったり、町のホームページにて新着本の紹介を
行ったりしたほか、読書週間等に合わせた企画イベントを実施し、子どもの
読書推進や図書室利用啓発を行った。また、新型コロナウイルス感染症予
防のため、今年度もブックスタート事業は3～4か月児検診に合わせた絵本
の配布や、ビデオ収録したクリスマスお話し会をU-CATで放送するなど、実
施方法を変更して子育て支援に努めた。
・中央公民館と地区公民館において、地域の特色を活かした伝統文化や歴
史を学びながら、豊かな人間性を自ら育む生涯学習環境の向上に努めた。
例年、地区公民館では、松野町の公民館と協力しイベントを実施していた
が、今年度も新型コロナウイルス感染拡大予防のため中止とした。
・成人式について、今年度から「鬼北町二十歳のつどい」と名称を変更し実
施した。担任教諭のビデオメッセージを作成して式典の中で披露し、新成人
の郷土愛の醸成に努めた。
・体育祭事業、夏祭り事業については、今年度も新型コロナウイルス感染予
防のために中止としたが、近永公民館が中心となり、町内の音楽関係等の
団体の発表風景を録画し、ネットで配信した。なお、昨年度は発表者のみの
動画配信としていたが、今年度は広見体育センターで観客を入れて実施し
た。
・各種講座、教室においても地域住民のニーズに応えた事業を展開した。ま
た、子育て支援の一環として、「放課後子ども総合対策事業」に取り組み、
小学生の放課後の居場所確保として実施した。
・花いっぱい運動では、各公民館が地域団体と協力し、年間を通して管理に
努めた。苗は、北宇和高校の生徒たちが育てたものを購入している。今年
度は、ポーチュラカ、ビオラを購入した。（年２回配布）
・公民館施設整備：愛治・泉公民館および和太鼓練習場空調機移設工事、
公民館飛沫感染防止アクリルパネル購入業務、感染症対策空気清浄機購
入業務、感染症対策自動アルコール除菌ガンスプレー購入業務、中央公民
館：町民会館上会議室空調設備取替工事、町民会館キュービクル変圧器
取替工事。感染症対策を行い、快適な環境づくり、住民が安心して活動でき
る公民館づくりに努めた。

2 継続

　中央公民館図書室につ
いては、各種イベントを実
施することで、利用者が読
書に興味を持てるように
配慮した活動ができてい
る。
　公民館事業では、新型コ
ロナウイルスの影響もあ
るが、出来る範囲で行事
を実施したと聞いている。
　次年度は、地区と学校
が一体となった取組が再
開できることを願う。
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学校・家
庭・地域の
連携推進

学校・家庭・地域連
携推進事業

　幅広い地域住民の
参画を得て、地域全
体で子供たちの学び
や成長を支えるととも
に、学校を核とした地
域づくりを目指す。ま
た、放課後に子供た
ちの安全・安心な活
動拠点を設け、地域
住民と交流活動に取
り組むことで、心豊か
で健やかに育まれる
環境づくりを推進す
る。

　平成２８年度から町内すべての小中学校に地域学校協働本部を設
置、学校・家庭・地域が連携・協働し、地域ボランティアの協力を得て、
地域全体で未来を担う子どもたちの成長を支え、地域を創生する「地域
学校協働活動」を推進するとともに、この活動を推進する「地域学校協
働本部」への支援に努めている。
　また、子どもたちとともに勉強やスポーツ・文化活動等、地域住民との
交流活動に取り組む「放課後子ども教室」を、日吉地区（平成28年度
～）、泉地区（平成29年度～）、好藤地区（平成30年度～）の３地区で実
施し、放課後の子どもたちの安全で安心な居場所づくりを推進している。
今年度は愛治地区及び三島地区で、放課後子ども教室の設立に向けて
協議を重ねたが、地域で子どもを見守る環境があり、希望する家庭が少
なかったことなどから、今後、必要になった時期に改めて検討することに
なった。
【地域学校協働本部】
　・ボランティア年間延べ活動人数：16,479人
【放課後子ども教室】
　・実施教室：日吉地区、泉地区、好藤地区
　・登録児童　７０人（日吉地区２３人、泉地区２０人、好藤地区２７人）
　・教育活動サポーター数　５７人（日吉地区２０人、泉地区１９人、好藤
地区１８人）

2 継続

　ボランティアの確保が難
しい状況だと聞いている
が、多くのボランティアに
参加を頂いているようであ
る。今後も継続支援をして
いただきたい。



判定
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個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

人権学習
及び啓発活
動の推進

人権教育推進事業 　国の法律に基づく、
正しい人権意識とお
互いを尊重する心を
育む学習を通して、
あらゆる差別や不合
理な社会矛盾の解消
に努め、一人ひとり
が個性と能力を発揮
することのできる社会
の実現を目指す。

　あらゆる差別の解消を目指し、学校や地域における人権教育を中心
に、町全体で命の大切さ、人権意識の高揚に努めた。また、いじめや差
別をなくする意識啓発により、差別のない心豊かなまちづくりの推進に
努めた。
【子どもたちのための人権集会】
  10月25日　講師：ＫＡＢＡ．ちゃん氏（タレント／振付師）　　対象：町内
中学生及び一般　　計　約２３０人
　タレントで振付師のＫＡＢＡ．ちゃんと愛媛県でパーソナリティーとして活
躍されているやのひろみさんをお招きし、町内中学生を主な対象に
「知ってほしいＬＧＢＴＱのこと～これが私。自分らしく生きるために」と題
しトークショーを行った。近年、社会的関心が高まっているＬＧＢＴＱにつ
いて自らの体験談生徒たちに語りかけた。生徒たちには難しい話題で
あったが、熱心に耳を傾け、お互いに様々な違いを認め合い、思いやり
を持って協力し合うことが大切であることを改めて理解した。
【人権を考える集い】
　２月11日　講師：木山裕策氏（歌手）　対象：PTA会員及び一般　計　約
１２０人
　歌手の木山裕策氏をお招きし、ＰＴＡ会員及び一般を対象に「ガンが教
えてくれたこと～自分に向き合って見つけた夢～」と題し講演会を行っ
た。辛いとき、苦しい時にこそ、他者との絆が助けになること、頑張っても
駄目だった時にそこからどう這い上がっていくかなど、実体験を踏まえた
話をされ、参加者は熱心に耳を傾けていた。また講演後にはミニコン
サートも行われ木山氏の心に響く歌声に会場は大いに盛り上がった。

１ 継続

　いずれの講演も非常に
有意義であり、評判も良
かったと聞いている。
　来年度は、人数制限なく
講演会などが実施できる
ことを願っている。
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人権学習
及び啓発活
動の推進

シトラスリボン運動推
進事業

　シトラスリボン運動
を展開することで、差
別偏見なく、暮らしの
中で「ただいま」「お
かえり」と言いあえる
まちづくりに繋げる。

　コロナ禍で生まれた差別や偏見を無くすため、愛媛県発祥の「シトラス
リボン運動」に賛同、学校や地域におけるいじめや差別をなくする意識
啓発により、差別のない心豊かなまちづくりの推進に努めた。
【シトラスリボン運動】
  町ホームページや公民館報にシトラスリボン運動の記事掲載及び町内
各施設にポスターを掲示し、啓発を行った。 2 継続

　昨年まで程の熱量は感
じなかったが、コロナ禍で
新たに生まれた差別や偏
見などの解消に向け今後
も支援を継続されたい。

地域に根ざ
した個性豊
かな文化の
振興

文化団体育成事業 　地域に根ざした伝
統文化や、新しい町
民文化を創造し、ふ
るさとの心をはぐくむ
文化風土の形成に寄
与するため、文化協
会の運営及び活動を
展開する。

　地域における芸術文化活動の核となる、芸術文化団体及び後継者を
育成し、芸術文化活動の発展を図る一方、芸術鑑賞の機会の拡充を
図った。会報紙を年に2回発行し、各団体の活動内容を町内に発信して
いる。鬼北文楽や富母里神楽保存会などの郷土芸能等保存部門につ
いては、Withコロナの動きにより、少しずつ活動を再開して継承活動に
努めた。また、展示部門の生花団体では、新型コロナウイルス感染症の
影響で昨年度中止していた生花展を、今年度は開催することができた。
県展移動展も広見体育センターにて開催し、町内外を問わず、芸術作
品鑑賞の場を提供することができた。また、きほく作品展を開催し、近隣
住民に対して会員や保育所、小中高等学校生、老人クラブ、婦人会等
の日頃の成果を発表することができた。きほく芸能まつりについては、今
年度も新型コロナウイルス感染症予防のため中止となった。
・きほく作品展の作品数３４９点、来場者数約４２０人　・県展移動展鬼北
会場来場者数約２１１人　・鬼北山野草会による展示会（秋の山野草
展、新年を飾る山野草展）
・年２回の会報紙発行（９月：３，５００部、３月３，５００部）
【団体助成】
　日吉地域文化保存会：節安花とび踊り、 富母里神楽、 盆踊り　３団体
へ補助
　泉貨紙保存会、鬼北文楽保存会、太鼓集団魁、文化協会
【地域おこし協力隊による泉貨紙製造技術の継承等】
　令和2年度より泉貨紙製造技術の継承のため活動している地域おこし
協力隊が、紙漉き技術習得や泉貨紙を活用した商品開発のために日々
奮闘している。他の市町の協力隊員との交流やＳＮＳを通して泉貨紙の
魅力を町外に発信したり、地域のイベントにも積極的に参加し、地域活
性化にも協力した。さらに、モノの魅せ方や商品開発の向上のために県
外視察もした。

１ 継続

　各団体とも、会員の高齢
化により後継者不足の問
題が生じてきているが、貴
重な伝統文化を保存・継
承できるようお願いした
い。
　また、地域おこし協力隊
には新たな商品開発など
期待している。
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地域に根ざ
した個性豊
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振興

文化・文化財活用事
業

　町内の文化・文化
財や文化施設を活用
した講演会・シンポジ
ウム・企画展・各種イ
ベントなど、文化財保
護啓発活動を実施
し、地域活性化を推
進する。

【埋蔵文化財活用事業・国補助】
　史跡に親しみながら学ぶ「史跡等妙寺サポーターの会学習会」（７・９・
11・12月開催、全５回）や「山寺講座」(10・12・2月開催、全３回)を開催
し、町内外から延べ131人の参加者を得ることができ、関心の高さが窺
われた。参加者に実施したアンケートでは、令和６年度オープン予定の
ガイダンス施設や史跡公園への期待が多数聞かれた。また、国立博物
館で巡回展示され、全国的な注目を集めた等妙寺木造菩薩遊戯坐像の
最新調査成果を公開する史跡関係講演会「等妙寺菩薩遊戯坐像から発
見された木製八角五輪塔と舎利」（6月26日）を開催し、町内外から40名
の参加があった。
　そのほか昨年度に引き続き、著名な歴史考証イラストレーターである
香川元太郎氏に、史跡の効果的な普及啓発のための復元イラストを2
カット作成していただいた。加えて、香川氏の数ある作品の中から「寺」
のイラストを中心に展示した企画展「歴史考証イラストレーター香川元太
郎の世界－よみがえる寺と城－」（12月17日～3月12日）を鬼北町歴史
民俗資料館で開催した。
　また、興野々寺山遺跡関係では、竪穴住居復元プロジェクトを昨年度
に引き続き実施し、体験学習型の史跡活用・整備を進めた(2～3月)。
【文化財PR事業・県補助】
　等妙寺の歴史や地域で果たした役割などを漫画で分かりやすく伝える
等妙寺まんが制作　（R3・4の2か年）や史跡案内パンフレット制作を委託
業務により実施し、史跡や関連文化財のPRを推進するためのコンテン
ツ作成に努めた。

１ 継続

　等妙寺旧境内、寺山遺
跡等を活用したイベントの
実施などにより文化財活
用が図られている。
　特に、等妙寺はガイダン
ス施設も稼働予定と聞い
ており、今後の事業継続
を期待している。



判定
今後の
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判定理由・課題・
今後の対応等

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

地域に根ざ
した個性豊
かな文化の
振興

文化財保護事業 　鬼北町内の指定文
化財を中心に、維持
管理を行い、その保
護を図る。また、町内
の文化・文化財を地
域資源として積極的
な活用を図り、文化
財保護意識の高揚と
周知を図る。

　文化財保護委員会を開催し、文化財事業の進捗状況や町内文化財の
保存修理や維持管理等について検討・審議を実施した。
　指定文化財をはじめとする町内文化財について、必要に応じて補助金
を活用するなど円滑な保存修理や維持管理を行った。
・町指定仏画保存修理事業（等妙寺旧境内維持管理費補助金）
・等妙寺境内防犯カメラ設置事業（等妙寺旧境内維持管理費補助金）
・愛治大宿権太組茶堂屋根改修事業（鬼北町文化財保存伝承事業費補
助金）
　1月26日の文化財防火デーに合わせた防火訓練については昨年、一
昨年と新型コロナウイルス感染症予防のため開催が叶わなかったが、
今年度３年振りに国指定重要文化財「善光寺薬師堂」にて実施すること
ができた。文化財所有者、周辺住民、消防団員に協力を仰ぎ、連携を密
にするとともに文化財保護と防火意識の向上を図ることができた。

2 継続

　貴重な地域の文化財産
を守るため、引き続き調査
を続けるとともに、文化財
の価値や評価を広く公開・
活用できるよう取組を進め
ていただきたい。

地域に根ざ
した個性豊
かな文化の
振興

町内遺跡発掘調査事
業

　地域の歴史や伝統
文化を伝える遺跡等
の町内の埋蔵文化財
について調査を行
い、町内の遺跡を把
握することで、開発行
為等による遺跡の消
滅を防ぐとともに、開
発と文化財保護が円
滑に進むよう調整す
る。また、各遺跡の調
査を進める中で、遺
跡から情報を引き出
し、その歴史的価値
を明らかにし、地域
への還元のための活
用を推進する。

　史跡等妙寺旧境内の発掘調査では、等妙寺旧境内調査・整備検討委
員会の指導のもと、昨年度に引き続き、平坦部A-1（山王跡）の発掘調
査を実施した。調査の結果、将来的な保存整備活用の前提となる成果
を得ることができた。今後、令和６年度の発掘調査報告書作成・刊行に
向け、整理作業を進めていく予定である。
　町内遺跡詳細分布調査では、等妙寺旧境内に関連して奈良山霊場遺
跡を対象に実施した。成果については令和６年度に正式報告予定であ
る。
　近年、森林施業に伴い増加傾向にある埋蔵文化財包蔵地の照会に対
する現地確認や、事業者への埋蔵文化財包蔵地に関する手続きの周
知や注意喚起を積極的に行い、文化財保護に努めた。
　
　

2 継続

　これまで継続して行って
きた史跡等妙寺旧境内の
発掘調査については、よく
事業を実施している。今後
も委員会の指導の下、イ
ベントの実施や成果報告
等を行いながら、事業を進
めていただきたい。また、
町内に存する埋蔵文化財
包蔵地の調査について
も、詳細の把握に引き続
き努められたい。
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地域に根ざ
した個性豊
かな文化の
振興

史跡等妙寺旧境内保
存整備事業

　国史跡等妙寺旧境
内の恒久的な継承と
利活用を目的に、等
妙寺旧境内調査・整
備検討委員会の指導
のもと、保存管理計
画・史跡保存整備構
想・史跡保存整備基
本計画に基づき、史
跡地内の環境整備及
び遺構の保存整備を
推進する。

　文化庁の国宝・重要文化財等整備・活用補助金の採択により、令和3
年度に着工した史跡ガイダンス施設建設工事は、繰越により6月末に完
了した。令和4年度は、史跡ガイダンス施設建設工事のうち、内装工事と
して展示工事を発注し、12月議会での承認を得て、展示工事に着工し
た。また、施設にて上映する史跡案内映像制作業務を実施し、20分間の
メイン動画と5分間の短縮動画を制作した。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、等妙寺旧境内調査・整備検
討委員会の開催はできなかったが、委員の個別指導により、第Ⅰ期整
備の内容について、具体化のための検討を進めるとともに、平坦部A整
備工事の設計検討や令和6年度の史跡公園オープンに向けて検討を進
めた。

　

　
　

2 継続

　整備検討委員会の指導
の下、早期に史跡公園と
して、町民が気軽に訪れ
られる場所となり、利活用
できるよう事業継続してい
ただきたい。

地域に根ざ
した個性豊
かな文化の
振興

井谷家住宅保存整備
事業

　国登録有形文化財
「井谷家住宅」の保
存継承を目的に、保
存活用計画を検討
し、建物の保存修理
及び整備・活用を推
進する。景観計画の
歴史景観地区に指定
されている下鍵山幸
田地区のまち並みを
含めた活用を図るこ
とで、明星が丘施設
群・井谷家住宅を文
化交流・観光の拠点
として、整備・活用を
推進することで地域
活性化を図る。

　国登録有形文化財「井谷家住宅」の保存継承を目的に、保存活用計
画を検討し、建物の保存修理及び活用整備を推進する。
　井谷家住宅保存活用検討委員会委員の松山大学経済学部加藤光一
教授のゼミ生らとともに、9月1日下鍵山地区フィールドワークを実施し、
聞き取り調査及びアンケート調査を行った。その中間報告を兼ねて「明
星が丘と下鍵山の街並み～文化財を活かした地域再生について考える
～」文化講演会・シンポジウムを、12月18日で予定したが大雪のため延
期となり、1月28日に開催した。地域の方々約30名の参加があり、シンポ
ジウムでは「井谷家住宅の保存改修を早くして活用できるようにしてほし
い」という声が多く聞かれた。
　また、地域住民がまちづくりについて学習する機会を提供するものとし
て「日吉まちづくり大学」の講座を2回実施した。次年度も引き続き、定期
的な開催を進めていく予定である。

　
　

2 継続

　貴重な地域の文化財産
を守るため、引き続き調査
を続けるとともに、文化財
の価値や評価を広く公開・
活用できるよう取組を進め
ていただきたい。
　雨漏り等が発生した井
谷家については、改修す
ることも検討いただきた
い。
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文化財保存活用地域
計画作成事業

　第2次鬼北町長期
総合計画（平成28年
度策定）後期基本計
画（令和2年度策定、
令和3-7年度第2期
総合戦略）を踏まえ、
地域の文化財及びそ
の周辺を総合的に保
存・活用等を図るとと
もに、地域の文化財
の防災・防犯体制、
防災方針等を確立す
るため、3か年計画で
鬼北町文化財保存活
用地域計画を作成す
る。（文化庁認定申
請令和7年12月予
定）

　第2次鬼北町長期総合計画（平成28年度策定）後期基本計画（令和2
年度策定、令和3-7年度第2期総合戦略）を踏まえ、地域の文化財及び
その周辺を総合的に保存・活用等を図るとともに、地域の文化財の防
災・防犯体制、防災方針等を確立するため、3か年計画で鬼北町文化財
保存活用地域計画を作成する。（文化庁認定申請令和7年12月予定）
　令和4年度は、事前把握として文化財・自然的・地理的環境、歴史的環
境、社会的環境等の町の概要について整理を進めた。各地区の歴史的
建造物（寺社建築、旧庄屋屋敷、茅葺民家など）については、実態調査
と基礎的データの収集・把握を進め、近永地区の近代建築及び等妙寺
の建造物について調査した。また、京都美術工芸大学建築学科大上直
樹研究室の協力を得て、町内の神社建築（本殿・拝殿・石造物など）に
ついて網羅的に調査を行い、旧広見町域の30カ所をあたった。合わせ
て、各神社総代からの聞き取り調査も行った。
　協議会の設立にあたって10月に第1回目の協議会を開催し、3月に第2
回目を開催した。2月には文化財保護委員会を開催し、意見交換した。
井谷家住宅とも関係するが、日吉地区において住民意識調査のための
アンケート調査を実施した。

2 継続

地域の文化財の保存・活
用を進めるための計画作
成ということで、大切な事
業。３か年の事業で文化
庁の認定を目指して引き
続きしっかりと進めていた
だきたい。

町民総参
加のスポー
ツ・レクリ
エーション
活動の推
進

生涯スポーツ振興事
業

　健康の保持増進、
体力の向上を図り、
快適な生活を営むた
め、健康教育の推進
と町民総参加のス
ポーツ・レクリエー
ションの推進を図ると
共に、総合型地域ス
ポーツクラブの充実
に努め、町民の積極
的参加を促す。

【スポーツ協会】
・組織の充実を図るため、指導及び助言を行い、団体育成補助金を交
付した。
・ナイターソフトボール大会の開催と運営をソフトボール協会と共同で
行ったが、新型コロナウイルス感染症の影響により途中で中止となっ
た。（16チーム参加）
・でちこんか秋のスポーツ大会をスポーツ協会と共同で実施。9月～11
月の間で3件のスポーツイベントを実施した。（ペタンク、陸上、ゴルフ）
【スポーツ少年団】
・組織の充実を図るため、指導及び助言を行い、団体育成補助金を交
付した。
・各団体とも様々な大会に参加し、中でもソフトボール（鬼北ジュニア）に
おいては、愛媛スポレク祭で優勝するなど、日ごろの練習の成果が発揮
された。
【総合型スポーツクラブ】
・スポーツ教室の開催と運営は、鬼北町スポーツ協会に委託し、火・木
は昼に、金・日は夜に実施、年間120回以上開催している。
・活動種目は、レクバレー、卓球、バドミントン、ラケットテニス、陸上。
【夏季巡回ラジオ体操】
・夏季巡回ラジオ体操が8月22日に鬼北町（鬼北総合公園多目的広場）
で実施され、県内外から132人の老若男女が参加した。

1 継続

　コロナ禍の中でも、でち
こんか秋のスポーツイベ
ントを実施するなど、町民
の健康の保持増進の助け
となっている。
　今後も事業の継続を期
待している。
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加のスポー
ツ・レクリ
エーション
活動の推
進

体育施設整備事業 　施設設備を改修し、
学習･スポーツ環境
の向上を図り、総合
型地域スポーツクラ
ブを中心とした幅広
い分野の交流による
学習･スポーツ活動
の活性化に努める。

・町内社会体育施設の修繕の実施
農林業者トレーニングセンター：誘導灯取替
三島グラウンド：夜間照明整備工事
近永小学校第2グラウンド・三島グラウンド：夜間照明点検業務

・近永小第２グラウンド、三島グラウンド、日吉農村広場の清掃管理委託
事業による環境整備の実施

2 継続

　町内の各施設の管理や
修繕がよく実施されている
が、ナイター設備など、改
修を要する施設もあること
から、指定管理者と連携し
運営に当たっていただき
たい。

町民総参
加のスポー
ツ・レクリ
エーション
活動の推
進

Ｂ＆Ｇ海洋センター
運営事業

　海洋性スポーツを
軸とした実践活動を
通して、海事思想の
普及を図るとともに、
その人間性と体力向
上を図ることを目的と
する。

　本年度も、新型コロナウイルス感染症の影響により、海洋センターの
開館期間を5月5日～8月21日までとした。
　海洋クラブ活動についても、新型コロナウイルスの影響で、スポーツ大
会及び交流会等、ほとんどの行事が中止となり、また、今年度はB&G御
荘海洋クラブとの交流会も実施できなかった。だが、開催された行事に
は参加し県内海洋クラブ員との交流を図った。水辺の安全教室も実施
し、子供たちに水で遊ぶことの楽しさを教えると同時に水の怖さも教える
ことができた。
【B&G海洋センター】
・利用者人数　2,447人（内訳：大人807人、大人障がい5人、小人1,030
人、小人障がい10人、幼児370人、見学225人）
・おたまじゃくし教室7回開催（26人）　水中運動教室16回開催（80人）
【海洋クラブ】（会員30人）
・海洋性スポーツ実技（カヌー、ロープワーク）・県内の後期交流会（ス
キー研修）に参加・水辺の安全教室(紙芝居、だるま浮き、ペットボトル浮
き)
【海洋センター修繕状況】
・シャッター鍵交換工事
・ろ過機ポンプオーバーホール修繕工事

2 継続

　施設の老朽化が激しい
ため、バイオマス事業との
絡みとあると思うが、新し
いプールの整備なども含
め今後検討していただき
たい。
　今後も、利用者拡大に
努めていただきたい。



判定
今後の
方向性

判定理由・課題・
今後の対応等

総　　　　　合　　　　　評　　　　価

令和４年度

基本
施策

個別事業施策名 事　業　の　目　的 事　業　の　内　容

鬼北総合
公園の利
用促進

鬼北総合公園の利用
促進事業

　町民をはじめ、圏域
住民の憩いの場、ス
ポーツ・レクリエー
ション活動の拠点とし
て、鬼北総合公園の
利用促進を図るとと
もに、指定管理者と
連携し、なお一層の
施設設備の充実に努
める。

　鬼北総合公園は、地域の交流を図り、スポーツ・レクリエーション及び
自然と触れ合う憩いの場を整備し、子供から高齢者までの全年齢が気
軽に利用できる公園づくりを目的として、平成元年に事業認可を受け、
平成16年4月、現在の公園面積13.8㏊が供用開始となった。
　平成31年4月1日、所管が宇和島地区広域事務組合から鬼北町へ移
管、鬼北町スポーツ協会が施設管理を行い、より地域に根差した都市公
園を目指している。
　新型コロナウイルス感染症の影響により一時施設を閉館していた時期
もあったが、令和2年度に体育館1階アリーナに除湿型放射冷暖房設備
を、2階格技室にはスポットエアコンを整備し、快適な環境づくりが図られ
たことにより各団体の利用増に繋がっている。また、新たにスポーツトラ
クタを購入するなど、環境整備を行い、更なる公園の利用促進に繋げ
た。

2 継続

　町民の交流の場、健康
増進が図れる場として利
用者も多いため、市越池
横のトイレを男女別のトイ
レに改修する等も検討頂
きたい。
　今後も充実した管理・運
営を継続していただきた
い。


